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は し が き

アルミニウム(Al)は酸性土壌中で可溶化し､作物生育を阻書する｡可溶化したAlは複

数の形態のイオンとして存在し､どのイオン種の毒性が強いかという点に閲し未だに議論

がなされている｡

本研究では､Alイオン種をKono皿er AlイオンとPolyner Alイオンに分離定量する方法を

確立した上で､Al耐性の異なる作物が両イオン種にいかに応答し､その耐性機構に違いが

あるかを調査した｡その結果､両イオン種に対して供試作物の山耐性の強弱は一致したが､

明確な耐性機構の違いは認められなかった｡しかし､Polyner Alイオンの根表面への吸着

に関して違いが認められ､今後の研究において根の積極的Al排除について解析すべきであ

るという問題提起をすることができた｡
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